
０３９ 室町時代 政治史④ 室町幕府の機構 

室町幕府の機構は、2代将軍足利義詮のころに整った。 

幼少の足利義詮を支えた京極高氏（佐々木道誉）と足利一族の細川頼之により整備された。 

                   

                   評定衆 （最高合議機関）－ 引付衆 (土地訴訟審理) 

                            政所  （長官: 執事 ） 

      管領 （将軍補佐）    侍所  (長官： 所司 。統率機関、京都警備) 

      三
さん

管
かん

（管領になれる家柄）  侍所の長官(所司)になれる家柄を  四職   

       細川 （足利一族）     京極 （京極高氏の子孫）  

       斯波 （足利一族）     山名 （新田一族だが足利に貢献） 

       畠山 （足利一族）     赤松 （赤松円心の子孫） 

足利義詮                 一色 （足利一族） 

 

 

       奉公衆  （将軍直属兵力） 将軍直轄領である 御料所 の年貢徴収も兼務 

             有力守護をけん制する将軍直属兵力。将軍権力を支える。地方中小武士で構成。 

         

       関東 8か国＋ 伊豆国と甲斐国  

      鎌倉府  （長官を 鎌倉公方 ）――長官補佐を  関東管領   

       尊氏が、もう一人の息子の 足利基氏 を   尊氏が、母の実家の 上杉氏 を 

       鎌倉の留守に残していた(初代鎌倉公方)。   息子の補佐役につけた。 

        

       九州探題  （南朝勢力が強い九州に設置） ×鎮西探題 

        初代九州探題は 3代将軍足利義満が派遣した文武兼備の名将 今川了俊    

        のち今川了俊は遠江･駿河守護に左遷され、九州探題は渋川氏が代々世襲 

 
 
 
 
問１ 将軍直轄領である御料所は、（ あ 将軍を補佐する管領  い 将軍直轄兵力の奉公衆 ） 

   が管理した。（2019 早大法） 

 

問２ 赤松氏の説明として正しいものを，次の①～③の中から一つ選びなさい。(金城学院大) 

 ① 赤松氏は，足利一門であったために重職に就き，幕政の運営にあたった。 

 ② 赤松氏は，侍所の長官(所司)に交代で任じられた有力守護であった。 

 ③ 赤松氏は，奉公衆と呼ばれる将軍の直轄軍の主要な構成員であった。 

 

問３ 足利尊氏について、正しいものを選べ。（早大国際教養 2019） 

ア 高氏と名乗っていたが，後醍醐天皇の名である尊治から一字を許され尊氏と改名した。 

イ 建武式目は室町幕府の当面の政治方針を示すものであり，17カ条から成っている。 

ウ 建武式目の制定に先立ち，北朝から征夷大将軍に任じられた。 

エ 室町幕府の運営では，弟の直義に行政や司法を担当させた。 

オ 東国を統括する地方機関として鎌倉府を設置し，息子の基氏を鎌倉公方とした。 


